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1. 「マア語の名詞のトーンについて」 

安部 麻矢 AA 研共同研究員（大阪大学） 

 

タンザニアの北東部の西ウサンバラ山地で話されているマア語のトーンについて観察を

行った。マア語には二つの変種がみとめられ、このうちの内マア語は言語接触により成立し

たといわれており、非バントゥ系の語彙がみられる。 

 先行研究では、主に形態・統語の面で内マア語と外マア語の構造の比較が行われてきたが  

(Mous 1994, 2003、安部 2016など)、トーンに関するものは全くない。そこで、本発表では、

マア語の名詞のトーンについて、内マア語のパターンと外マア語のパターンとに分けて分

析し、報告を行った。 

 マア語においては、トーンは高 (H) と低 (L) の対立である。TBU は音節で、Contour tone

はない。マア語の名詞は、名詞接頭辞と語幹から成る。それぞれのクラスの名詞接頭辞はす

べて Lであらわれる。ただし、母音を持たない 9/10クラスの名詞接頭辞 Nは固有のトーン

を持たない。このことは、語幹の初頭音節のトーンが H でも L でもあらわれることから確

認できる。 

名詞のトーンは名詞が独立してあらわれるときも、名詞句を形成するときの前部要素や

後部要素でも、また文中のどこにあらわれるときでも変化がない。 

 名詞のトーンパターンについては、以下のように観察される。 

語幹が 1音節 H、L 

語幹が 2音節 HH、HL、LH、LL 

語幹が 3音節 HHH、HHL、HLL、LLH、LHL、LLL 

語幹が 4音節 HHHH、HHHL、LHHL、LLLL 

 

 

2. 「ウォライタ語普通名詞のアクセント」 

若狭基道 AA 研共同研究員（明星大学） 

 

1．はじめに 

 ウォライタ語はエチオピアの西南部で話されている、アフロアジア大語族のオモ系の言

語である。 

 本発表では現地で採用されている書記法に従う。それによるとこの言語の音素は、p ~ f

（自由変異）、t、k、’ [ʔ]、s、sh [ʃ]、h、nh [h͂]、ch [ʧ]、b、d、g、z、zh [ʒ]、j [ʤ]、m、n、r 

[ɾ]、l、w、y [j]、ph [p’]、x [t’]、q [k’]、c [ʧ’]、dh [d’]、l’’ [l’ː]、m’’ [m’ː]、n’’ [n’ː]、i、e、a、

o、uである。大半の子音は重化し得る。2つの母音が結合されて長母音、二重母音を形成し

得る。尚、二重母音は ay、awu等と接近音を表す文字を利用して表記される。 

 この言語は高低アクセントによる対立が存在する。これは、maat-áa「草-M.A.SG.ABS」、
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máát-aa「権利-M.A.SG.ABS」のようなミニマルペアが存在することからして明らかである。

普通名詞に関してこのアクセントに関する現象を考察するのが本発表の目的である。 

 この言語の普通名詞は（その他の多くの品詞もだが）、「語彙的な語幹＋文法的な語尾」と

いう構造を有している。語幹、語尾、共に更なる分析が可能な場合もある。 

 

2．普通名詞単独でのアクセント 

 Wakasa (2008)では tone という用語を使ったが、語アクセントと解した方が良いと思われ

る。即ちこの言語では、「それぞれの語において際立たせて発音されるところが決まって」

おり、「単語の中のどこか 1箇所を際立たせる」という現象が見られる。「各音節が」「用意

されている高さのパターンの中からどれか 1つを選ぶというタイプ」ではない（引用は斎藤 

(2015: 3)）。 

 普通名詞は 4つの活用クラス（3つの男性クラスと 1つの女性クラス）に分かれ、それぞ

れが非具体形、単数具体形、複数具体形の 3系列を有し、それぞれの系列が 5つの格（ABS

絶対格、OBL 斜格、NOM 主格、INTER 疑問格、VOC 呼格）に従って語形変化をするのが

原則である。 

 アクセントを考慮すると、これが更に大きく 2つのクラスに分かれる。その語尾を示すと

以下のようになる。高く発音される箇所を´で示す。 

 

(2-1) 普通名詞 アクセントクラス Iの語尾 

男性クラス A 

            ABS   OBL  NOM  INTER  VOC 

非具体形    -á     -á     -í     -ée     ´-oo 

単数具体形  -áa    -áa    -áy    -áy     -áwu 

複数具体形  -atá   -atú   -atí    -atée    -átoo 

 

男性クラス E 

            ABS   OBL  NOM  INTER  VOC 

非具体形    -é     -é     -éé    -ée     ´-oo, ´-ee 

単数具体形  -íya   -íya   -ée    -ée     -íyawu 

複数具体形  -etá   -etú   -etí    -etée    -étoo 

 

男性クラス O 

            ABS   OBL  NOM  INTER  VOC 

非具体形    -ó     -é     -óý    -óo     ´-oo 

単数具体形  -úwa  -úwa  -óy    -óy     -úwawu 

複数具体形  -otá   -otú   -otí    -otée   -ótoo 

 

女性 

            ABS   OBL  NOM  INTER  VOC 

非具体形    -ó     -é, -í   -á     -óo     ´-oo 

単数具体形  -íyo   -ée    -íya   -íi      -ée 

複数具体形  -etá   -etú   -etí    -etée    -étoo 

            -otá   -otú   -otí    -otée   -ótoo 

 

(2-2) 具体例 

男性クラス A 「犬」 

非具体形    kan-á, kan-á, kan-í, kan-ée, kán-oo 

単数具体形  kan-áa, kan-áa, kan-áy, kan-áy, kan-áwu 

複数具体形  kan-atá, kan-atú, kan-atí, kan-atée, kan-átoo 
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男性クラス E 「驢馬」 

非具体形    har-é, har-é, har-éé, har-ée, hár-oo / hár-ee 

単数具体形  har-íya, har-íya, har-ée, har-ée, har-íyawu 

複数具体形  har-etá, har-etú, har-etí, har-etée, har-étoo 

 

(2-3) 普通名詞 アクセントクラス IIの語尾 

男性クラス A 

            ABS   OBL  NOM  INTER  VOC 

非具体形    ´-a    ´-a    ´-í ́     -ee     ´-oo 

単数具体形  ´-aa   ´-aa   ´-ay   ´-ay    ´-awu 

複数具体形  ´-ata   ´-atu   ´-ati   ´-atee   ´-atoo 

 

男性クラス E 

            ABS   OBL  NOM  INTER  VOC 

非具体形    ´-e    ´-e    ´-éé   ´-ee    ´-oo, ´-ee 

単数具体形  ´-iya   ´-iya   ´-ee   ´-ee    ´-iyawu 

複数具体形  ´-eta   ´-etu   ´-eti   ´-etee   ´-etoo 

 

男性クラス O 

            ABS   OBL  NOM  INTER  VOC 

非具体形    ´-o    ´-o    ´-óý   ´-oo    ´-oo 

単数具体形  ´-uwa  ´-uwa  ´-oy   ´-oy    ´-uwawu 

複数具体形  ´-ota   ´-otu   ´-oti   ´-otee   ´-otoo 

 

女性 

            ABS   OBL  NOM  INTER  VOC 

非具体形    ´-o    ´-e,´-i  ´-á    ´-oo    ´-oo 

単数具体形  ´-iyo   ´-ee   ´-iya   ´-ii     ´-ee 

複数具体形  ´-eta   ´-etu   ´-eti   ´-etee   ´-etoo 

            ´-ota   ´-otu   ´-oti   ´-otee   ´-otoo 

 

(2-4) 具体例 

男性クラス O 「鶏」 

非具体形    kútt-o, kútt-o, kútt-óý, kútt-oo, kútt-oo 

単数具体形  kútt-uwa, kútt-uwa, kútt-oy, kútt-oy, kútt-uwawu 

複数具体形  kútt-ota, kútt-otu, kútt-oti, kútt-otee, kútt-otoo 

女性 「妻」 

非具体形    máchch-o, máchch-e/ máchch-i, máchch-á, máchch-oo, máchch-oo 

単数具体形  máchch-iyo, máchch-ee, máchch-iya, máchch-ii, máchch-ee 

複数具体形  máchch-eta, máchch-etu, máchch-eti, máchch-etee, máchch-etoo 

            máchch-ota, máchch-otu, máchch-oti, máchch-otee, máchch-otoo 

 

2.1．アクセントクラス I 

 このクラスでは、Hアクセントが原則として語尾に、正確には語幹末子音とそれに後続し

て名詞の性・クラスを表す短母音から成る部分にある。その際の「アクセントを担う単位」

であるが、H アクセントが語尾にある場合、それは多くの場合、音節ではなく、モーラであ

る。後に見るように、語幹に H アクセントがある場合には音節が単位であると考えられる

との対立している。これは語尾が本来複数の形態素から構成されていること、下の例だと-

áa語尾は-áと-aに、-áy語尾は-áと-i (= -y)に分析されることを、更には具体形の方が非具体
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形よりも新しい形であることを示唆する。そして、アクセントを担う単位が本来音節であっ

たことを示唆していると思われる。 

 

(2.1-1) 

kan-áa「犬-M.A.SG.ABS」 

kan-áy「犬-M.A.SG.NOM」 

 

 これに対する例外が、男性クラス E、O の非具体形の主格で見られる。 

 

(2.1-2) 

har-éé「驢馬-M.E.NCNCR.NOM」 

gaamm-óý「ライオン-M.O.NCNCR.NOM」 

 

これらは対応する単数具体形とアクセントのみで対立する。 

 

(2.1-3) 

har-ée「驢馬-M.E.SG.NOM」 

gaamm-óy「ライオン-M.O.SG.NOM」 

 

但しこのような微妙な区別、あるいは非具体形の主格は廃れつつあるかと思われる。即ちそ

れらが予想されるところでも対応する単数具体形が使われることが多い。これを可能にし

ている要因として、非具体形主格が使われる文脈が実際には少ないことが考えられる。別の

要因については第 3節で検討する。 

 このクラスの H アクセントは原則として語尾にあるが、-oo語尾による非具体形の呼格で

は、H アクセントが 1つ前の音節に、即ち語幹の最終音節に移動している。 

 

(2.1-4) 

kan-áa「犬-M.A.SG.ABS」 

kan-á「犬-M.A.NCNCR.ABS」 

kán-oo「犬-M.A.NCNCR.VOC」 

 

(2.1-5) 

xooss-áa「神-M.A.SG.ABS」 

xooss-á「神-M.A.NCNCR.ABS」 

xóóss-oo「神-M.A.NCNCR.VOC」 

 

 また、複数具体形では H アクセントが t（複数を表す要素であると思われる）を含むモー

ラに移動する。音節でなく、モーラという概念を利用しなければならないのは疑問格だけで

あるが、これも本来は絶対格に疑問を表す要素（例えば-i）が附されたものと考えるべきか

も知れない。但し、-oo語尾による呼格の場合は例外で、その 1つ前の音節（モーラ）に移

動する。(2.1-4)や(2.1-5)に見られる呼格語尾も参照されたい1。 

 

(2.1-6) 

kan-áa「犬-M.A.SG.ABS」 

kan-atá「犬-M.A.PL.ABS」 

kan-atée「犬-M.A.PL.INTER」 

kan-átoo「犬-M.A.PL.VOC」 

                                                        
1 これらは非具体形の例であるが、非具体性という概念と呼格は何とも合わない。本発表で

「単数具体形呼格」とした形も含め、どういう状況で使われるのか、再考が必要である。 
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 以上、纏めると以下のようである。 

A：普通名詞アクセントクラス Iの H アクセントは本来、語幹末子音とそれに後続して名詞

の性・クラスを表す短母音から成る音節にある。 

B：それに格等を表す要素が付くことが多々あり、その場合、アクセントを担う単位がモー

ラに見えてしまう。 

C：本来の H アクセントの位置は複数を表す要素-t-や呼格を表す要素-oo が現れると移動す

る。 

 

2.2．アクセントクラス II 

 原則として、Hアクセントを含む音節が語幹に 1つある。多くの場合、語幹末母音を含む

音節である。(2-4)の他、以下を参照されたい。 

 

(2.2-1) 

badhdhéés-aa「種を蒔く季節-M.A.SG.ABS」 

badhdhéés-ay「種を蒔く季節-M.A.SG.NOM」 

 

 この H はアクセントクラス I の語尾の H とは異なり、原則として位置を移動しないと考

えられる。従って、複数具体形になっても複数を表す要素 t の後ろに H アクセントが移動

することはないし、-oo 語尾による呼格形に於いてもその呼格語尾の直前の音節に H アクセ

ントが移動することもない（語幹の H アクセントが元々その位置にある場合は当然そこに

現れる。例は(2.2-3)の 1つ目）。（例外の可能性は後程考える）。 

 

(2.2-2) 

maxááf-aa「本-M.A.SG.ABS」 

maxááf-ata「本-M.A.PL.ABS」 

 

(2.2-3) 

kútt-oo「鶏-M.O.NCNCR.VOC」 

kútt-otoo「鶏-M.O.PL.VOC」 

máchch-etoo / máchch-otoo「妻-F.PL.VOC」 

 

 このアクセントクラスの H アクセントは原則として 1 音節分だが、例外的に非具体形主

格の場合、この語幹固有の H アクセントに加え、それ以降全てが高く実現されるのが原則

であると考えられる。この音調の違いによってのみ、対応する単数具体形と区別されること

になる。 

 

(2.2-4) 

shódhdh-iya「蛙-M.E.SG.ABS」 

shódhdh-éé「蛙-M.E.NCNCR.NOM」 

shódhdh-ee「蛙-M.E.SG.NOM」 

 

但しアクセントクラス I の場合と同様、このような微妙な区別は失われつつあると思われ

る。即ち、実際に使われる場面が限られている上に、H で実現する音節が幾つも連続する、

ウォライタ語の普通名詞としては特殊な発音である非具体形の主格は廃れつつあり、それ

らが予想されるところでも対応する単数具体形が使われることが多い。 

 上で見た例の様に、アクセントクラス II の H アクセントは多くの場合、語幹末母音を含

む音節にある。但し、例外がある。1 つは派生名詞である。語根語幹に H アクセントがあ

り、それに H アクセントを持たない派生接尾辞が付いているものである。 
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 派生接尾辞-tett-は語根語幹のアクセントに拘らず、直前の音節に H アクセントが来る。

尚、派生された名詞は男性クラス Aとなる。 

 

(2.2-5) 

gitátett-aa「大きさ-M.A.SG.ABS」 cf. git-áa「大きい物-M.A.SG.ABS」 

lo’’ótett-aa「良さ-M.O.SG.ABS」 cf. ló’’-uwa「良い物-M.O.SG.ABS」 

 

 派生接尾辞-ett-は、それ自身 H アクセントを持ち得ず、語根語幹の H アクセントの位置

を変えない。従って、語根語幹が H アクセントを有している場合、語幹末音節以前に H ア

クセントが来ることになる。尚、派生された名詞は男性クラス Aとなる。 

 

(2.2-6) 

dóómett-aa「始まり-M.A.SG.ABS」 cf. dóómm-「始める」 

zérett-aa「種-M.A.SG.ABS」 cf. zér-「蒔く」 

但し 

babbett-áa「恐れ-M.A.SG.ABS」 cf. babb-´「恐れる」 

 

 語根語幹が確認出来ないが、以下の例から-unttも派生接尾辞と考えて良さそうである。 

 

(2.2-7) 

másuntt-aa「怪我-M.A.SG.ABS」 

héqquntt-aa「しゃっくり-M.A.SG.ABS」 

púúluntt-aa「白髪-M.A.SG.ABS」 

zúúzuntt-aa「ぶつくさ言う声-M.A.SG.ABS」 

 

以下の例から考えて、この派生接尾辞は H アクセントを持つ語根語幹に付く時にはそのア

クセントを保ち、H アクセントを持たない語根語幹に付く時にはそれ自身が H アクセント

を有する、と考えられる2。 

 

(2.2-8) 

agúntt-aa「棘-M.A.SG.ABS」 

gudúntt-aa「豚-M.A.SG.ABS」 

xugúntt-aa「爪-M.A.SG.ABS」 

 

例が少ないので判断は難しいが、以下も非生産的な and/or 化石的な派生接尾辞を伴ってい

ると考えられる。 

 

(2.2-9) 

qán’’ish-iya「謎々-M.E.SG.ABS」 

héxxish-iya「くしゃみ-M.E.SG.ABS」 

xíítintt-aa「木炭-M.A.SG.ABS」  cf. bidintt-áa「灰-M.A.SG.ABS」 

áfutt-aa「涙-M.A.SG.ABS」 

óshinchch-aa「風邪-M.A.SG.ABS」 

íírichch-uwa「（衣類の一種）-M.O.SG.ABS」 

                                                        
2 そうした語根語幹は見付かっていないが、以下の動詞が存在することを附記しておく。こ

れらは名詞から派生されたものかも知れない。héqquntt-「しゃっくりさせる」、héqqumm-「し

ゃっくりする」、púúlumm-「白髪がある」、zúúzumm-「ぶつくさ言う」。但し、「怪我する」

は masunxx-であり、(2.2-8)に関しては関連する動詞が見付かっていない。 
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górjjantt-iya「食道-M.E.SG.ABS」 

 

 もう 1 つ、例外的に H アクセントが語幹末母音を含む音節より前の音節にあるのは、一

部の借用語である。 

 

(2.2-10) 

átar-aa「エンドウ豆-M.A.SG.ABS」      cf. アムハラ語 atär、オロモ語 atara 

gíbir-aa「宴会-M.A.SG.ABS」           cf. アムハラ語 gəbər 

shúmbbur-aa「ヒヨコマメ-M.A.SG.ABS」 cf. アムハラ語 ʃəmbəra、オロモ語 shunburaa 

 

但し、アムハラ語はアクセントの対立を有していないし、Tilahun (1989)による限り、オロモ

語のアクセントが反映されている訳でもなさそうである。 

 こうした例外的な「頭高型」アクセントの語であるが、複数具体形や呼格形に於いても語

幹語根の Hアクセントの位置はそのまま保たれるらしい。 

 

(2.2-11) 

átar-ata「エンドウ豆-M.A.PL.ABS」 

átar-atu「エンドウ豆-M.A.PL.OBL」 

átar-ati「エンドウ豆-M.A.PL.NOM」 

átar-atee「エンドウ豆-M.A.PL.INTER」 

átar-atoo「エンドウ豆-M.A.PL.VOC」 

但し、発表者のデータには以下がある。 

 

(2.2-12) 

atár-oo「エンドウ豆-M.A.NCNCR.VOC」 

 

これは、語根語幹の Hアクセントの位置は変わらない、という仮説からすると例外であり、

átar-oo の間違いではないかと思われるが、上記各「頭高型」名詞の呼格形が使われる状況は

尋常ではなく（複数形も大半はそうだが）、今後も確乎とした結論を得るのは困難かと予想

される。 

 

 以上、纏めると以下のようである。 

A：語幹内の 1音節が高く、その位置は移動しない。 

B：Hアクセントのある音節は、原則として語幹最終母音を含む音節であるが、派生語や借

用語に於いてはそれよりも前の位置にある場合もある。 

 尚、音声学的な問題であり、音韻論的には上記のように説明すれば充分と思われるが、ア

クセントクラス IIには未解決の問題がある。 

 1つは、語頭の H アクセントを有する音節が二重母音や長母音を含んでいる時、1モーラ

目が低く聞こえることがある、ということである。即ち、以下の様な自由変異（？）が存在

する。特に本発表で二重母音としたものは、音声事実を観察し直した上で音節構造を再考す

る必要があるかも知れない。 

 

(2.2-13) 

ééss-aa ~ eéss-aa 

áýf-iya ~ aýf-iya 

láýtt-aa ~ laýtt-aa 

shóóshsh-aa ~ shoóshsh-aa 

xóóm-aa ~ xoóm-aa 

óýtt-aa ~ oýtt-aa 

óýss-aa ~ oýss-aa  
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súútt-aa ~ suútt-aa 

shééshsh-aa ~ sheéshsh-aa 

 

 もう 1 つは非具体形の斜格や副詞的に使われた絶対格が、H アクセント以降全て高く聞

こえる現象があることである。これは固有名詞のアクセントに近く、こちらが本来のアクセ

ントかも知れない。つまり、疑問のイントネーションの影響やそれ自身が低く発音される呼

格語尾を除けば、少なくとも非具体形では本発表で H アクセントとしたものから後ろの全

てが高い、というのが本来のアクセントで、現在は高い部分を 1音節に制限しようとする過

渡期にあり（主格形ではアクセントのみによる弁別が行われているので変化が若干遅い、あ

るいは観察者が古い形を正しいものと認定し易い）、(2-3)は変化後の形のみを示している

（従って、実態の記述としては両方を自由変異として挙げなければならない）、ということ

なのかも知れない。もう一度手持ちのデータを聞き直してみたいが、それだけでははっきり

した結論は出ないかも知れない。 

 

3．修飾語を伴っている場合のアクセント 

 ウォライタ語では、普通名詞の修飾語（普通名詞斜格形、関係節、等）は普通名詞に先行

する。 

 この様な場合、例えばウォライタ語の近隣で話されているアフロアジア大語族クシ系言

語のカンバタ語の場合、修飾語も非修飾語である普通名詞も本来のアクセントをもって発

音される。ウォライタ語でもそうした発音が可能ではあると思われる。だが、途切れ途切れ

との印象を与え、ある意味で不自然な発音である。 

 ウォライタ語の自然な発話に於いては、普通名詞とそれに先行する修飾要素はアクセン

ト上の纏まりを形成するのが普通である。この纏まりを Wakasa (2008)は tone group と呼ん

だが、余り良い名称とも思えないので仮に「アクセント句」と本発表では呼ぶ。尚、アクセ

ント句の境界がどの様に設定されるのか、正確なところは不明であるが、発話の意図次第で

あり、例えば同一の文に対して複数の区切り方の可能性があると思われる。 

 そしてこのアクセント句に於いて、最初の語は固有の H アクセントを保持するが、その

他の語は固有の H アクセントを失うと思われる。従って音声的には全て L として実現し、

これに自然下降が加わることもある。これは Azeb (1996: 130-136)や、ウォライタ語と近い

系統関係にあるガモ語に関して Hayward (1994: 486-487, 490-491)が行った観察・分析と軌を

一にする。 

 従って、アクセントの対立のみによるミニマルペアも、その対立を失うことがある。 

 

(3-1) 

git-á                       god-áy 

大きい物-M.A.NCNCR.OBL  壁-M.A.SG.NOM 

「大きな壁」 実際の発音は[gitá godai] 

 

git-á                       gód-ay 

大きい物-M.A.NCNCR.OBL  主-M.A.SG.NOM 

「偉大なる主」 実際の発音は[gitá godai] 

 

 するとこの言語に於いて、アクセントの機能負担量はそれほど大きくない、と言える。2.1．

で非具体形主格と単数具体形主格のアクセントのみによる対立が廃れつつある旨、述べた

が、このこととも関係していると思われる。 

 発表者はこれまでにウォライタ語の例文やテキストを公表してきたが、そこでは原則と

して各語に固有の H アクセントを表示して来た。だが、上記の現象に加え、イントネーシ

ョンや強調等も実際の発話には加わるので、実際の音調は発表者の表記から予想されるも

のとはかなり異なる場合があるということになる。資料公表に際しての大きな問題である。 
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略号 

A（男性名詞クラス A）、ABS（絶対格）、E（男性名詞クラス E）、F（女性）、INTER（疑問

格）、M（男性）、NCNCR（非具体形）、NOM（主格）、O（男性名詞クラス O）、OBL（斜格）、

PL（複数具体形）、SG（単数具体形）、VOC（呼格） 
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